
②
河
川
の
水
質
保
全

③
浸
水
被
害
の
防
止

■ 9月10日は下水道の日・10月1日は浄化槽の日

　
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
の

資
金
融
資
を
受
け
た
際
、
借
り
入

れ
で
生
じ
る
利
子
を
市
が
負
担
す

る
融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

下
水
道（
公
共
下
水
道
、
農
業

　
汚
水
管
を
通
し
て
運
ば
れ
た
汚

水
を
、
下
水
処
理
場
で
浄
化
し
て

河
川
な
ど
に
放
流
す
る
こ
と
で
、

水
質
を
保
全
し
ま
す
。

　
大
雨
や
台
風
の
と
き
に
家
や
道

路
が
浸
水
し
な
い
よ
う
、
排
水
路

な
ど
で
雨
水
を
河
川
に
流
し
て
街

を
守
り
ま
す
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
と

生
活
雑
排
水
を
併
せ
て
処
理
す
る

浄
化
槽
で
、
下
水
道
の
処
理
施
設

と
同
様
に
優
れ
た
浄
化
機
能
が
あ

り
ま
す
。

　
河
川
な
ど
の
水
質
を
保
全
す
る

た
め
、
下
水
道
の
整
備
対
象
外
の

地
域
に
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
・
維
持
管
理
に
対
し
て
補
助

制
度
が
あ
り
ま
す
。

設
置
補
助　
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
費
、
単
独
処
理
浄
化
槽
や
、

く
み
取
り
便
所
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
の
転
換
設
置
費
を
補
助

維
持
管
理
補
助　
一
般
住
宅
に
設

置
し
て
い
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の

維
持
管
理
費
を
補
助

　
各
補
助
制
度
の
対
象
や
申
請
方

法
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
施
設
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の

補
助
制
度

融
資
制
度
を
使
っ
て

早
期
の
下
水
道
接
続
を

①
公
衆
衛
生
の
確
保

　下水道は快適で衛生的な生活環境の確保など、大切な役割
があります。今月号では、下水道や合併処理浄化槽の役割、
合併処理浄化槽の補助制度についてお知らせします。

　
家
庭
や
工
場
な
ど
か
ら
排
出
さ

れ
る
汚
水
を
、
速
や
か
に
汚
水
管

に
流
す
こ
と
に
よ
り
、
快
適
で
衛

生
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

生
活
と
自
然
を
守
る

下
水
道
の
３
つ
の
役
割

下水道施設課 （88）９１59

自然にかえそうきれいな水

集
落
排
水
）の
供
用
が
開
始
さ
れ

た
地
域
で
、
ま
だ
接
続
し
て
い
な

い
人
は
、
早
期
の
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
融
資
制
度
に
つ
い
て
は
、
条
件

な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
く

は
、
経
営
課
（
88
）９
１
５
８
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

秋の全国交通安全運動

　9月21日（土）から30日（月）まで、秋の全国交通安
全運動が全国一斉に展開されます。これからは、日
没時間が急激に早まります。歩行者は反射材を身に
着け、車道を横断するときは十分注意しましょう。
　運転者は、同乗者にシートベルトの着用を働き掛
け、早めにライトを点灯し、ゆとりを持って、思い
やりのある運転を心掛けましょう。
運動のスローガン
反射材　光って気づいて　事故防止
運動の重点
▶反射材用品等の着用推進や安全な横断方法の実践
等による歩行者の交通事故防止
▶夕暮れ時以降の早めのライト点灯やハイビームの
活用促進と飲酒運転等の根絶
▶自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘル
メット着用と交通ルール遵守の徹底
☞市民安全課 （88）9128

　11月16日（土）・17日（日）に「すかがわ空想フェス2024」
を開催します。たくさんの申し込みをお待ちしています！
空想ミーティング
日時　11月16日（土）　⃝第1部　午前11時（開場：午前
10時30分）　⃝第2部　午後2時（開場：午後1時30分）
空想シアター
日時　11月17日（日）　午後1時30分（開場：午後1時）

会場　tette1階「たいまつホール」
申込開始　9月17日（火）
申込方法　「すかがわ空想フェス2024」ホーム
ページ内の各プログラムページ下部にある

「TICKET」欄からお申し込みください。
その他　申し込み多数の場合は抽選となりま
す。詳しくは、ホームページをご覧ください。
☞文化振興課 （94）7174

すかがわ空想
フェス2024

「すかがわ空想フェス2024」
参加申し込みが始まります！

初
期
消
火
に
ご
協
力
を

須
賀
川
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広
域
消
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76
）3
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１
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火
災
発
生
時
の
初
期
消
火
活
動
は
、延
焼
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
や
、人
命・

財
産
を
守
る
た
め
に
非
常
に
有
効
な
手
段
で
す
。
火
災
が
発
生
し
た
と

き
の
対
処
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。　

初
期
消
火
と
と
も
に
重
要
な
の

は「
通
報
」と「
避
難
」で
す
。

通
報　
火
災
を
発
見
し
た
ら
、
周

り
に
い
ち
早
く
伝
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。「
火
事
だ
！
」と
大
声
で

叫
ん
だ
り
、
非
常
ベ
ル
を
押
し
た

り
し
て
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を

周
囲
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　
火
災
が
発
生
し
た
と
き
、
出
火

の
初
期
段
階
で
行
う
消
火
活
動
を

「
初
期
消
火
」と
言
い
ま
す
。
火
の

勢
い
が
小
さ
な
う
ち
に
火
を
消
し

止
め
る
こ
と
で
延
焼
拡
大
を
防

ぎ
、
人
命
や
財
産
の
保
護
に
大
き

く
貢
献
し
ま
す
。

初
期
消
火
と
は

火
災
発
生
時
の
対
処
法

初
期
消
火
の
重
要
性

　
一
般
的
な
木
造
建
物
の
場
合
、

天
井
に
炎
が
届
く
ま
で
が
初
期
消

火
の
限
界
と
言
わ
れ
て
お
り
、
出

火
か
ら
僅
か
３
分
程
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

初
期
消
火
が
可
能
な
状
況
で
あ
れ

ば
、
積
極
的
に
消
火
活
動
を
行
い

　火災発生時の初期消火活動を推進するため、10月1日（火）から、初期消火に協力
した消火器を無償で交換します。初期消火者の負担を無くし、迅速な消火を行うこと
で、火災の被害軽減につなげます。
対象　須賀川消防本部管内の10月1日（火）以降に発生した火災で、初期消火のために
火災現場で使用したことを消防職員が確認した消火器
次のいずれかに該当する場合は対象外
▶ 消防法に規定する応急消火義務者（火災を発生させた人など）が所有するもの
▶ 保険会社などから、使用した消火器費用の補償が受けられるもの
▶ 火災の現場に設置されたもの
▶ 国または地方公共団体が管理する施設に設置されたもの
▶ 大規模地震などにより多発的に発生した火災で使用したもの
▶ 消防長が交換を行うことが適当でないと認めたもの
申請方法　申込書（須賀川地方広域消防本部管内の消防署などに設置または消防本部
ホームページからダウンロード）に必要事項を記入の上、使用済みの消火器と共に火
災発生場所を管轄する消防署などに申請してください。

☞須賀川地方広域消防本部 （76）3114

初期消火に協力した消火器の無償交換

消火器無償
交換制度

避
難
す
る
と
き
の
注
意
点

落
ち
着
い
て
早
く
避
難
　
急
ぐ
こ

と
は
大
変
重
要
で
す
が
、
転
倒
な

ど
の
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。
落

ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
避
難
の
と
き
に
、
部
屋
の
窓

や
扉
を
閉
め
る
と
空
気
の
供
給
が

遮
断
さ
れ
、
延
焼
拡
大
の
ス
ピ
ー

ド
が
緩
や
か
に
な
り
ま
す
。

煙
や
ガ
ス
を
吸
い
込
ま
な
い
　
煙

が
充
満
し
て
い
る
と
き
は
、
ハ
ン

カ
チ
な
ど
を
口
に
当
て
て
姿
勢
を

低
く
し
ま
し
ょ
う
。
視
界
が
確
保

さ
れ
、
煙
や
有
毒
ガ
ス
な
ど
を
吸

う
危
険
性
が
下
が
り
ま
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
使
わ
な
い
　
火

災
に
よ
る
故
障
な
ど
で
閉
じ
込
め

ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

一
度
避
難
し
た
ら
絶
対
に
戻
ら
な

い
　
炎
や
煙
の
状
況
は
刻
々
と
変

化
し
ま
す
。
す
ぐ
に
炎
や
煙
に
囲

ま
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

ま
し
ょ
う
。

　
初
期
消
火
に
最
も
有
効
な
手
段

で
あ
る
消
火
器
を
使
う
手
順
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
安
全
ピ
ン
を
引
き
抜
く

②
ホ
ー
ス
先
端
を
手
で
持
ち
、
火

元
方
向
に
向
け
る

③
も
う
片
方
の
手
で
レ
バ
ー
を
握

り
、
噴
射
す
る　

　
同
時
に「
１
1
９
番
通
報
」を
行

い
ま
す
。
火
災
の
大
き
さ
に
関
係

な
く
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

避
難　
初
期
消
火
で
消
し
止
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
や
、
初
期

消
火
が
で
き
な
い
と
判
断
し
た
と

き
は
、直
ち
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

■ 
初
期
消
火
活
動
の
推
進
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